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は　じ　め　に
　アレキサンダーの大軍がパミール高原に迫り，玄婁法師がインドに求法の旅をつづけ，チンギス
汗の軍団が疾駆して西征し，マルコ・ボーPが元朝の都にいたったシルクロードには，東の絹や陶
器や紙が西に流れ，西の汗血馬や絨毯やガラスが東に運ばれた。インドに生れた仏教はヘレニズム
文化と融合してガンダーラ，敦煙に花開き，アラビアに興ったイスラムの教えは戦いの征服と商人
の活躍をとおして東に伝播し，密教化したチベット仏教はモンゴル王侯の帰依によりモンゴリアに
弘通した。思想が，文物が，芸術が，音楽が，そして貨幣が東西交流の波にのって，広大な中央ア
ジアに広まっていった○
　古代から中世にかけて，貨幣の鋳造は支配者の権力を示すものであったが，中央アジアには独自
の貨幣の発展がみられた。ギリシア系の影響を色濃くうけたグレコ・バクトリアの貨幣は，その後，
外にあってはインドのクシヤン王朝に伝わってペルシアの要素をとり入れ，内にあってはギリシァ
の影響から脱してソグド調の貨幣に発展した。コータンに玉を求めた中国商人の円銭は，インド文
化の影響をうけて，漢字とインド文字を併用したシノ・カロシュティ貨幣の発生を促すにいたっ
た。　「タタールの平和」に支えられたシルクロードの隊商は，東ローマのビザンチン金貨やペルシ
アのササン朝銀貨を東に運び，オアシス国家や都城周辺の遺跡で発掘された遠い異国の貨幣は，東
西交流の繁栄を物語っている。
　1915年，イギリスの探険家オーレル・スタイソは，トルファンの西方，アスターナ古墳群を発掘
して，中国風の意匠やササン朝風のエキゾティックな絹織物の断片を発見した。ササン朝風の織物
は，死者の顔をおおう布として用いられていたという。スタインは，この発掘で「ビザンチンの鋳
造貨幣を模した金貨が，ちょうど古代ギリシアのオボルス銀貨の風習にならって死者の口許に置か
れ，6世紀にササン朝の発行したペルシアの銀貨が，死者の目を塞いでいた」と証言し，東西の交
流による珍しい風習を伝えている。
　1928年から10年間にわたって，ソ連の考古学者たちは，シルクロードの西北辺，アラル海の南に
あった古代ホラズム王国のトプラク・カラの町を発掘した。この王国はギリシア，ローマの古い記
録にも現われず，謎につつまれているが，ソ連の学者はこの町の存在を1世紀から3～4世紀初頭
の時代に比定している。ここで発見された貨幣には，王朝の記号タムガ（Tamga）が刻まれてお
り，遊牧民の草原関係資料にみられる記号に類似し，多くの点で共通しているという。このこと
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は，王の特権により，貨幣に王国のタムガ（Tamga）を刻印し，クシヤン王朝の支配から独立して
いたことを意味する。しかし，この小論に関連して注目すべきことは，遊牧民の記号に類似するも
のが，遊牧民国家ホラズムの貨幣の記号として刻まれていたことである。遊牧民の記号とは，恐ら
くその種族が所有する家畜の烙印（タムガ，Tamga）と同じものであろう。このことは，後述する
チャガタイ汗国のタンカ（Tanka）貨と，貨幣の機能をもった家畜の烙印（タムガ，　Tamga）との
関係について，何等かの示唆を与えるものと思われる。
　一般に，貨幣学とは，貨幣の形状，呼称，単位，量目，純分，意匠，発行者，発行年月日や芸術
的価値などを研究の対象とするものである。しかし，この小論は，インド貨幣とその流れをくむネ
パール，チベット貨幣，チャガタイ汗国の貨幣とその流れをくむ東西トルキスタソ諸汗国の貨幣
の，それぞれに共通するタンカ系貨幣の呼称に焦点をしぼったものである。インドに起った大乗仏
教はネパール，チベットにおいて密教化し，その修法に用いられる曼茶羅（マンダラ）が，貨幣の
図柄だけでなく貨幣の呼称に密接な関係をもつにいたった。またチャガタイ汗国においては，遊牧
民の主要財産である家畜の烙印がタンカ系貨幣の呼称に関係することが考えられる一方，インド奴
隷王朝のイスラム型貨幣の呼称の影響をうけたことが想定できる。それらの何れをとるかによっ
て，インド貨幣とチャガタイ汗国貨幣の同一性の有無について論の分かれるところである。この小
論は，問題の提起に止まるところも多いが，それはそれなりの意味を持つものではないだろうか。
1　インドのタンカ系貨幣
　古代インドの貨幣が，小アジアのリディア王国や中国の周時代のように，独自に発生したかどう
かについては明らかでない。しかし，紀元前4世紀にアレキサンダー大王の軍がインドに侵入し
て，古代イソドの貨幣の発達に大きな影響を与えたといわれている。
　金属貨幣が，金銀などの重量によって取引きされる秤量貨幣から，一定の品質と重量をもつ鋳造
貨幣に発展したことは，何れの国においても同様である。重量を計る天秤を意味するラテソ語のリ
ブラ（Libra）から，イタリアの貨幣単位リラ（Lira）が生まれ，重量を計る意味のラテソ語の動詞
ペソデル（Pendre）から，重量を示す名詞ペソスム（Pensum）となり，スペインの貨幣単位ペソ
（Peso）に発展した。また古代の中国においても，両（Liang）の字には真中に支柱があって，左
右均等にして重量を計る天秤の象形を示し，後世，貨幣単位の両になったのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　イソドにおいても，タソカ（Tanka）系貨幣は重量を意味するタソカ（Tanka）から発生したが，
さらに発生の起原を遡ることができる。サンスクリット語のタンカ（Tallka）は本来，のみ，鶴騰，
　　　　　　　（2）
峻厳の意味をもち，とがったもの，鋭利なものを表わす言葉である。金属を一定重量の秤量貨幣に
するためには，所要の重量に鋭利な器具で切断する必要がある。インドのタンカ（Tanka）は，鋭
利な器具一金属の切断一天秤一秤量貨幣の発展過程をへて貨幣の呼称になったものである。イソド
のウルド地方では，いまもなお銅貨の俗称をタンカと称し，かつてのサソスクリット語の名残りを
　　　　　　　　（3）
止めているという。
　インドの秤量貨幣タンカ（Tanka）は，さらに発展して，金属に型を打ちつける打刻貨幣をタン
　　　　　　　　　　　（4）
ヵカ（Tankaka）ともいうが，これらの古代インド貨幣が中世の姿で登場するには，13世紀の初期
を待たなければならない。新たな装いをもったタンカ貨は，インドのデリーに拠った奴隷王朝のス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）ルタン，イルトウトミッシュ（在位1211～36）によって導入された。
　その後，他のスルタンも同様のタンカ貨を発行したが，これらは何れもイスラム型の大型，厚
手，良質の金・銀貨で，イスラム教の誓言，王名，製作地，日付などが刻まれ，古代インド貨幣と
は趣を異にするものである。
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　16世紀にルピー（Rupee・Rupiah）銀貨が，タンカ（Tanka）銀貨に代って主要通貨になった以
後は・銅貨のタンカ系貨幣はタンガ（Tanga）貨として，東インド地方や西部のマラバル海岸に存
続し，またポルトガルがインドに植民地を獲得したとろにも，ポルトガル系のタンガ（Tanga）貨
は補助貨幣として存在していた。このように，古代インドのタンカ系貨幣は，インド本土において
は・中世の奴隷王朝によるイスラム型タンカ（Tanka）貨の時代をへて，16世紀の中期以後から転
落の道をたどった。
　他方・近隣のネパールやチベットには・密教化した大乗仏教の伝播とあい前後して，直接または
間接的にタンカ系貨幣が伝わり・神秘的なチベット仏教の儀式に欠かせない曼茶羅（マンダラ）と
密接な関係のなかで，特異なマソダラ調貨幣に発展するのである。
　注（1）Clarendon　Press，　The　Oxford　English　Dictionary，　Volume“T”，ユ961，　P．72
　　　　　Tanga‘‘Skr．　tαnkαaweight＝4mashas（beans）”
　注　（2）漢和対照　梵和大辞典，鈴木学術財団，昭54，p．516
　　　　　Tankaのみ，鶴噛，峻厳，重量単位，貨幣の一種
　注　（3）The　Oxfold　English　Dictionary，　Volume“T”，（前出）p．　72
　　　　　Tanga‘‘The　name　also　survives　in　derived　forms，　in　most　of　the　Indian　vernaculars，　as
　　　　that　of　copper　coins，　and　in　Urdu，　in　its　Sanskrit　form　arld　sellse，　as　that　of　a　weight．”
　注　（4）漢和対照　梵和大辞典（前出）p．516
　　　　　Tankakaのみ，鶴噛，貨幣の一種
　注（5）Louis　Frederic，　Editions　Jean－Michel　Place，　Encyclopaedia　of　Asian　Civilization，　Volume
　　　　Nine，1984，　p．63
　　　　　Tanka‘‘lndia，　sci．　A　silver　coin　introduced　by　lltutmish，　ancestor　of　the　Rupiah．”
　　　2　大乗仏教のタントラ化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β
　インドの大乗仏教は，4世紀の初頭にヒンドウー教が復興したため，バラモンやヒンドウーの神
々をとり入れ，神秘的な思想や儀式が発達するにいたった。ネパールにおいては，5世紀ごろには
仏教の伝播がみられ，チベットにおいても吐蕃王国を築いたソンツエンガンポ王の時代には，中国
およびネパールの両国から仏教が伝えられた。その後8世紀末にインド仏教の国教化，ランダルマ
王の仏教弾圧による前期弘通の終憶，10世紀後半から後期弘通の再開，11～12世紀にはチベット仏
教の宗派，教団が次々と現れて宗教国家の礎が築かれた。
　　　　　　　　　　（1）
（8ベット仏教は，ラマの存在が大きいためラマ教として知られ，また，その密教の聖典（タント
ラ）の名に因んでタントラ仏教ともいわれ，発達の段階によって初期，中期および後期の密教に分
けられる。初期の密教は，インドにおいて4世紀から6世紀にかけて発達したもので，神秘的な呪
言をもつ陀羅尼（ダラニ）とその功徳をたたえることを中心とするが，いまだ密教としての体系的
な性格をもつにいたっていない。中期の密教は7世紀のころインドに成立した「大日経」「金剛頂
経」などの聖典に基礎をおくもので，この時代になると次第に体系化された密教に発展する。
　体系化された中期の密教において，その本尊となるものは「大日如棄hで，身，口，意の三密に
よる聖俗一致の行法が備わっており，密教の壮大な宇宙観を表わす曼茶羅（マンダラ）が，ようや
く姿を現わすにいたる。そして聖典は新たな展開を示し，後期の密教の時代がはじまる。8世紀を
むかえると，これまで見られなかった生理的行法が大胆に導入された。合体尊（歓喜仏）や葱怒尊
などの特異な諸尊が，喜怒哀楽の姿をもってマンダラの中に現われ，修行者は仏我一体の神秘的な
境地に導かれるのである。
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　密教は入信の初歩的な段階においては，儀式のしきたり，用意すべき品目，作法の吉凶や功徳な
どが教えられ，特定の尊格に対する供養の方法などを修得する。そして度を重ね，自己の体内に聖
なる世界を実現するため，仏や菩薩がすみやかに降臨することを乞い願い，ついに特定の尊格をと
おして神秘的な体験にいたるという。整然と儀軌に従って配置された諸尊のマンダラに対して，人
々はひたすら祈り，神秘の体験をとおして壮大な宇宙観のなかでマンダ（本質）を求めるのであ
る。
注（1）日本宗教事典弘文堂，昭60，p．228
　　　　　ラマーチベット語のblamaで「無上者」「上人」「高僧」「尊師」を意味する。
注　（2）世界大百科事典14，平凡社，1966，p．594
　　　　　タントラ（tantra）は経糸，織物，網などの義から，さらに体系，組織などの意味にもちいられ，
　　　　相続して依用されるべき秘密の経典を意味する。……タントリズムは，仏教　ヒンドウー教のいず
　　　れにも内在し……その源は遠くヴェーダのマントラ（呪）に発し……インドの中世封建社会の矛盾が
　　　　深刻化したパーラ朝の時代（8世紀）以後，急速に体系化され整備されていったものである。……
　　　　説く内容も，あるいは真言を唱え，あるいは印を結び，あるいはマンダラ（曼茶羅）を描くなど，
　　　　およそ秘密的な宗教行事のすべてを網羅している……。
注　（3）中村　元，仏教語大辞典　東京書籍，昭56，p．926
　　　　大日如来一真言密教の教主。大日とは，偉大な輝くものを意味し，もとは太陽の光照でのこと
　　　　であったが，後に宇宙の根本の仏の呼称となった。宇宙の実相を仏格化した根本仏で，あらゆる
　　　　仏，菩薩の最高位にある密教の仏，智を表わす金剛界と理を表わす胎蔵界，それぞれの中尊であ
　　　　る。
3　密教におけるマンダラ
　曼茶羅（マンダラ）はサンスクリット語の漢字表記であり，マンダ（Manda）は本質，ラ（la）
　　　　　　　　　　　（1）
は所有することを意味し，密教の宇宙観によって，真実の姿を平面または立体に表わしたものであ
る。インドにおいては，古くは花を円く連ねたもの，または土を円く築いた祭壇をマンダラと称し
た。4世紀以後，大乗仏教がヒンドウー教の諸尊をとりいれて，これらの諸尊を配置した絵または
塔をマンダラというようになった。しかし一般的には，一定の方式に従って整然と諸尊を配置した
絵図により，視覚的に密教の理論を構成したものをマンダラという。
　マンダラには，本尊を中心にして諸尊の像を絹や紙にえがくもので，掛物，敷物および壁画があ
る。チベットのマンダラは，インドの円形壇の様子を平面的に描いたものである。マンダラは，諸
尊または諸尊を象徴するものを如何に表現するかによって3種に分類される。大マンダラは諸尊の
姿を具象的に色彩をもって表現し，三昧耶マンダラは諸尊を象徴的に剣，蓮華，金剛杵で表わし，
法マンダラは諸尊を梵字の記号をもって示す方法がとられる。
　またマンダラには，特定の尊像に限られる一門のマンダラと，「大日如来」を本尊とする普門の
マンダラとがある。一門の場合には，仁王，菩薩，弥勒，文珠，焔魔，吉祥天などが本尊とされ
る。普門の場合には，「大日如来」を中心にしてすべての諸尊を集めたもので，両界マンダラはそ
の代表的なものである。両界マンダラは，向って右に「大日如来」の慈悲を表わす胎蔵界（図1参
照）があり，向って左に「大日如来」の知恵を表わす金剛界（図2参照）がある。胎蔵界は十二院
からなり，「大日如来」を中心にして八葉院が放射状にひろがり，諸尊が集合体を形づくって構成
される。金剛界は方形の九区画からなる九会の組織で，尊形のほかに，剣，蓮華，金剛杵をもって
諸尊を象徴するもののほか，梵字をもって諸尊を表わすものがある。
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図1　　胎蔵界曼茶羅・中台八葉院
｝舗亀
図2　　金剛界曼茶羅・理趣会
大法輪第50巻第2号所収
　マンダラは修行者に対して，生命とは何か，悟りとは何か，物をみる深い意味とは何かを語りか
けてくる。マンダラは平面的に描かれているが，その構図は立体的な世界を想定している。内から
外へ，密教の儀軌にしたがって配置された諸尊は，その象徴的に表わされた機能をとおして，修行
者に物の本質（マソダ）を体得するように語りかけてくるのである。
　密教の修法に欠かすことができないマンダラは，タンカ　（Tanka，　Tangkha）または，サンカ
（Th。ngk。，　Th。nk。）と呼ば誕1）ネパールやチベ9トの貨幣の呼称タンカ（T。nk。）と深い関係を
思わせるものがある。またマンダラの胎蔵界や金剛界にえがかれる整然とした儀軌は，これら両国
の貨幣の代表的な図柄に用いられ，マンダラ調の貨幣として密教修法のマンダラと不可分の関係が
みられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　因みにインドにおいては，宗教画などの細密画を教える学校をサンガ（Thanga）といい，16～17
世紀に発展し，18世紀にはムガール帝国の絵画に大きな影響を与えたという。マンダラの繊細な画
法は，インドの細密画に対しても影響するところが大きかったのであろう。
注　（1）　日本宗教事典　弘文堂，昭60，p．335
　　　　曼茶羅とは……梵語でマンダラ（Mandala）という。漢訳経典の旧訳では「壇」，新訳では「輪
　　　　円具足」「聚集」と訳し「本質をそなえたもの」「すべての法を具足しているもの」という意であ
　　　　る。文法的に語幹のマンダ（Manda）の本質，醍醐味あるいは中心といった意と後接語ラ（la）の
　　　所有，成就するの意を組み合わせたもの……。
注　（2）Encyclopaedia　of　Asian　Civilization，　Volume　Nine，（前出）P．116
　　　　Thangka‘‘Tibet，　Nepal．　art．　Paintings　on　cloth　made　for　religious　purpose，　generally
　　　hung　above　altar　of　a　divinity．　They　are　framed　with　a　silk　linen（called＜doors＞）and
　　　　are　believed　to　house　several　divinities．　They　often　represent　Mandala　or　Pata．……Also
　　　Thanka，　Tanka，　Tangkha．”　　　　　　　　　　　　　　　＼
注　（3）Encyclopaedia　of　Asian　Civilization，（前出）
　　　　Thanga（Volume　Nine　p．ユ17）see　Samgha
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　Samgha（Volume　Eight　p．48）see　Sangha
　Sangha（Volume　Eight　p．63）see　Mevar
　Mevar（Volume　Five　p　270）see　Mewar
　Mewar（Volume　Five　p．270）一“lndia，　art．　A　school　of　miniature　paintings　which
developed　in　the　16th　and　17th　cent．　and　beeame　influenced　by　the　Mughal　painting　in
the　18th　century”
4　ネパール，チベットのタン力系貨幣
　インドと中部チベットの中間に位置するネパールは，古くから両国間の中継貿易を行い，16世紀
にはチベットのラサに，ネパール商人の社会ができるほどであった。1570年ごろチベットで最初に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）流通した貨幣は，輸入されたネパール貨幣であったが，その後，1720年の直後からネパールは特殊
　　　　　　　　　　　　　　（2　なチベット用貨幣の鋳造を行った。ネパールは，チベヅトの銀ビロンとの交換により，同じ重量の
貨幣を鋳造してチベットに輸出したが，18世紀の前期ごろ品質の低下により両国の争が生じたこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）もあって，1791年からチベットは最初の自国貨幣を鋳造しはじめた。他方，清朝はチベット領有
（1720）の証しとして，ラサに宝蔵局を設けて1836年まで蔵銭を鋳造したが，阿片戦争の前後から
国力が衰え，貨幣不足の状態がつづいたので，チベットは再び自国貨幣を鋳造しはじめ，中共政権
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
が発足して間もない1953年まで続けられた。
　ネパールから貨幣が輸入されたころのチベットは，いまだ貨幣経済になじまず，碑茶などが交換
の貨幣機能を果す状態で，貨幣の使用は特定の用途に限られていた。ネパールがチベット用に鋳造
した貨齢トラム゜カ（T「am曾）とし’われ罐い騨であったが・腰に応じて・鋤地金の
ように幾つかに分割して使用され，当時のチベットが，一般には秤量貨幣の段階にあったことを物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
語っている。また20世紀の初期においても，チベットにはラマに対する貢納用の貨幣が発行され，
宗教国家の姿をほうふつとさせ，中世ヨーロッパにおいて，庶民が教会に納めた貢納金を想起させ
るものがある。
　国の文化を象徴するといわれる貨幣には，それぞれ異った意匠を持っているが，ネパールの貨幣
（図3参照）およびチベットの貨幣（図4参照）の大きな特色は，密教のマンダラにみられる胎蔵
界様式と金剛界様式の図柄が抽象的な形で取入れられ，同じラマ教文化圏における共通の発想が認
図3　　ネパール・マンダラ調貨幣 図4　チベット・マンダラ調貨幣
Standard　Catalog　of　World　Coins．1988所収
められることである。しかし，これらのマンダラ調貨幣には，マンダラに見られる「大日如来」や
諸尊の姿はなく，金剛界様式の方形や胎蔵界様式の八葉院のなかに，剣，蓮華，金剛杵や梵字をも
って尊格を抽象的に表現している。イスラエルの貨幣には，ユダヤ教の儀式に使用される器具類が
具象的に図柄に取入れられているが，ネパールやチットのように特異な神秘的雰囲気をかもしだし
ている貨幣は，他にみられない。
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　ネパHルがチベット用に鋳造した貨幣のトラム・カ（Tram－kha）は，ネパール貨幣タンガ（Ta＿
nga）のチベット託であろう。ネパール貨幣タンガ（Tanga）はインド起原のタンカ（Tanka）系で
あること・チベット貨幣がトラム・カ（Tram－Kha）からその後タンカ（Tangka）になったことと，
マンダラをタンカ（Tangka，　Tanka）またはサンカ（Thangka・Thanka）ということとの間に，密
接な関係を想わせるものがある。密教修法のためのマンダラと，マンダラ調図柄をもつタンカ系貨
幣一まさに宗教国家ならではのこの関係は・どちらがどちらに影響を与えたかは別として，極め
て密接な相関関係にあることは明らかである。
　注　（1）Chester　L．　Krause　and　Clifford　Mishle卜Colin　R．　Bru¢e皿，Editor
　　　　　1988Edition，　Standard　Catalog　of　World　Coins，
　　　　　ibid・・P・1427　Tibet‘‘The　first　coins　to　circulate　in　Tibet　were　those　of　neighboring
　　　　　Nepal　aboutユ570．”
　注（2）ibid・，　P・1427　Tibet“Shortly　after　1720，　the　Nepalese　government　began　striking　specific
　　　　　issues　for　use　in　Tibet．”
　注　（3）　ibid．，　P．1427　Tibet“The　first　Tibetan　government　mint　opened　in　1791．・・
　注（4）ibid，P・ユ427　Tibet‘‘Shortly　thereafter（1836），　the　Tibetan　mint　was　reopened，　and　the
　　　　go▽ernment　of　Tibet　continued　to　strike　coins　untilユ953．”
　注　（5）Encyclopaedia　of　Asian　Civilization，　Volume　Nine（前出）P．201
　　　　　Tram－kha‘‘Tibet　sci・Coins　in　thin　silver，　issued　from　a　Nepalese　coinage．（1731－？）
　　　　It　was，　according　to　the　need，　devided　in　parts　with　a　chisel．”
　注（6）ユ988Fdition，　Standard　Catalog　of　World　Coins（前出）
　　　　　ibid．，　P．　1429“This　Tangka　was　struck　for　presentation　to　monks”
5　タム（紋章）とタムガ（玉璽）とタムガ（烙印）
　モンゴル遊牧民社会の秩序を維持した蒙古法には譲種の主要な法源がある。モンゴル全体に適用
されたチンギス汗の「大ヤサ（法令）」，地方に適用されたものとして西モンゴリアに対する「蒙古
オイラート法典」と，北モンゴリアに対し逐次追加された「ハルハ・ジロム」である。これらの蒙
古法に関しては，ソ連の法律学者リヤザノフスキーの詳細な研究があぎ1
　モンゴル帝国の大汗が自己の意思を表明する場合に，軽易なものは口頭を．もって行い，重要なも
のは木板，石板または紙面に書かれた親書をもって公布され，岩や崖に刻まれる場合竜あった。親’；
書にはモンゴル帝国を構成する各民族の言語が用いられ，大汗の宮廷には特別の書記が，国璽に代
わる大汗の紋章（タム・Tam）を準備していた。
　オイラート諸汗の特殊な勅令は磨崖碑文の形で公布され，岩や崖に刻み込まれるか色彩文字で書
かれた。イエニセイ河の支流トウバ河の右岸にあるシャボリンスク村付近に有名な碑文があり，砂
岩に種々の動物の絵や文字が描かれている。ガルダン汗の使者とトウバ河付近の王侯との間に，
1791年，講和条約が結ばれた際の勅令公布の碑文である。「余は和平を締結することに同意し，平
和と安寧とを説いて黒き牛の璽（タムガ，Tamga）を押すものなり。この年の7月7日。真正な
（2）
り。」。この碑文は汗の使者が条約に署名し，地方の王侯が黒い牛の璽を押したもので，「真正なり」
とは汗の正式の使者が条約の締結を行ったことの証明である。
　1718年の「ハルハ・ジPム」には，大型の家畜に押す烙印（タムガ，Tarpga）に関して，酪駝は
3頭から4頭につき1頭，馬は10頭につき1頭などの標準的な基準が定められている。1272年から
20年間にわたり，元朝の中国に滞在したマルコ・ポーロの記述にも「多くの家畜，すなわち馬，牝
馬，酪駝，牛，・牝牛を所有する君主或は他の人々はそれに彼等の紋章（タムガ，烙印）をつける。
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それから一人の見張り者もつけずに平野や山々に牧するために放つ。そして若しお互いに混って居
ればその印の持ち主に返す」（岩村忍氏訳）とあり，13世紀のモンゴリアの状況を伝えている。
　昭和10年に内モンゴリアのシリンゴル地方に
おける遊牧民の家畜の烙印（図5参照）につい
て，「放牧されている馬群のうち，多いものは
4～500頭から少いものは2～30頭の馬群に独
自の烙印がおされている。この馬群の烙印はタ
ムガ（Tamga）と呼ばれ，1メートル位の柄の
ついた鉄製器具で焼き付ける。その印面はチベ
ット字母を文様化したようで家紋を思わせる」
　　　　　　（3　
との記録がある。
　1929年に，山地アルタイ地方のバジリク古墳
群で発見された紀元前4～3世紀の冷凍屍体に
は，すでに烙印の標識があったと伝えられてい
る。その頃から，家畜の烙印をタムガ（Tamga）
と称したかを明らかにすることは不可能である
が，少くとも13世紀には，烙印を意味するタム
ガ（Tamga）が，モンゴルのみならず，チュル
ク，ヵザーフなどアルタイ語族の遊牧民社会に
　　　　　　　　　（4）
共通に使用されていた。そしてモンゴル帝国の
時代には，大汗の紋章タム（Tam）と諸汗の玉
璽タムガ（Tamga）と家畜の烙印タムガ（Ta－
mga）が共通の語幹をもって，ヤサの体系のな
図5
○烙印（タムガ）の文様
内蒙古シリγゴル地方
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がで遊牧民社会の秩序と団結を確保していたのである。
注　（1）（2）　リヤザノフスキー著　青木富太郎訳，蒙古法の基本原理，原書房，昭50，P．62
注　（3）後藤富男著，騎馬遊牧民，近藤出版社，ユ970，p．145
注　（4）Encyclopaedia　of　Asian　Civilization，　Volume　Nine（前出）P．49
　　　　Tamga“Central　Asi巨，　ethn．　Distinguishing　marks　of　tribes，　amorlg　Kazakh，　Ttirkie　and
　　　Mongol　tribes，　used　to　mark　cattle．”
6　チャガタイ汗国のタン力系貨幣
　13世紀の初期，東西トルキスタンを含む中央アジアは，モソゴル帝国の支配下に入り，チンギス
汗は第2子チヤガタイに中央アジアの草原地帯をウルス（遊牧所領地）として与えた。チヤガタイ
のウルスは天山山中のイリ渓谷から・タラス・ブハーラ，サマルカンド地方の草原にまたがり，幕
営はイリ渓谷のアルマリクに置かれた。
　しかしブハーラ，サマルカンドなどの文明地帯は，カラコルムに首都をおく大汗の直轄地で，大
汗が任命する役人が行政を行い，徴税その他の財政を掌っていた。また，これらの文明地帯には，
土著の豪族たちがチヤガタイ汗家に貢納を支払うことにより，一応の服従を示す状態が依然として
続いていた。従って当時のチャガタイ汗家は，中央政権の直轄統治と土著豪族の勢力にはさまれた
状態で，独立国としての体をなすにいたっていなかった。
　その後14世紀に入ると，チャガタイ汗家の諸王侯は，昔ながらの遊牧派と文明地帯に居を求める
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定住派に分れるにいたった。遊牧派は汗家の拠点のイリ地方に幕営を張り，定住派はブハーラ，サ
マルカンド周辺の地に移り住んだ。汗家10代のドワののち遊牧派が勢力を占めたが，その後，定住
派の第14代ケベク汗（在位1320－26）は，政治と生活の根拠をサマルカンドの西南ナフシャブの地
に移し，多くの都市を築き，イスラム教を保護し，西トルキスタンの復興につとめた。このことは
チャガタイ汗家が遊牧から離れて都市生活に入り，徴税や貢納により財政の基礎をかため，汗国と
しての実質的な体制を確立しようとする，新たな動きが始まったことを意味するものである。ケベ
ク汗の努力に対して保守的な土著の豪族の協力が得られず，やがて1330年ごろ，汗家は東部と西部
に分裂するにいたった。
　しかし，ケベク汗の中央集権への意図は，チャガタイ汗国として初の国家的貨幣を鋳造する大き
な功績を残した。イスラム的国家の建設をめざしたケベク汗にとって，貨幣の鋳造は国家の統治権
と一体をなすものであった。この考えは先進諸国の貨幣に関する基本的な理念であり，彼はイスラ
ム文化を通して，これを体得したのであろう。ケベク汗が鋳造した貨幣は「銀貨であって，通称ケ
ベキーと呼ばれ，以後，西部ハン家の各ハソの名を刻した貨幣がブハーラ，サマルカソド，テルメ
　　　　　　　　　　（1）
ズ諸都市で鋳造された」。鋳造された貨幣に，その後の諸汗の名が刻まれたことは，まさにイスラ
ム型の貨幣であったことを物語っている。通称ケベキーの名で親しまれた貨幣は，その後，タソカ
（Tanka）と呼称され，やがてチャガタイ汗国が崩壊し，ティムール帝国が滅亡したのち，しばら
くして出現したヒヴア，ブハーラ，コーヵンドの西トルキスタン3汗国と，東トルキスタンの都市
国家に，タンガ（Tanga）の呼称で引きつがれるのである。
注　（1）江上波夫編，世界各国史16，中央アジア史，山川出版社，1987，p．484
　　　　第3章西トルキスタン第3節モソゴル帝国とティムール帝国佐口透
7　東西トルキスタンのタン力系貨幣
　チャガタイ汗国が滅亡（1389）したのち，タソカ系貨幣は銀貨から銅貨として補助貨幣になり，
ティムール帝国の成立（1369）によりイスラム系のティラ（Tilla）金貨，ミスカール（Miscal）銀
貨が主要通貨になった。ティムール帝国が崩壊（1500）し，16世紀に入ると西トルキスタンにブ・・
一ラ，ヒヴア，コーカンドの3汗国の建国がはじまる。ブハーラ汗国はシャイバニ朝からブハーラ
政権が独立（1512）し，他方ホラズムの地には，1970年までヒヴア汗国が，中央アジア最強のチュ
ルク族イスラム国家として指導的役割を演じた。当時ブハーラ汗国やヒヴア汗国の通貨（図6，図
7参照）は，テイラ（Tilla）金貨，タンガ（Tanga）銀貨およびプル（Pu1）銅貨であったが，その
貨幣価値はそれぞれの汗国や地域ごとに異なり，経済の安定を欠いでいた。また新タソガ（Tanga）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）銀貨のほかに旧タンガ（Tanga）銅貨が流通し，幣制の混乱がみられ，政治的，経済的に安定した
情勢ではなかった。
　ブハーラの西北フェルガーナの地は，ブハーラ汗国の名目的な領地で，ウズベク族のべク（豪族）
やホージャ（イスラム貴族）が割拠していた。この地に，19世紀の初期，コーカンド汗国が独立し
たのは，帝制ロシアの経済進出に対し，政治的に市場の安定と統一をはかるためであった。コーカ
ソド汗国の貨幣（図8参照）はブハーラ，ヒヴア両汗国と同様の呼称をもち，東トルキスタンの回
部を領有した清朝と国境を接して，中継貿易により国力を蓄えることができた。
　他方，東トルキスタンでは，カシュガル，コータン等でタンガ（Tanga）貨が鋳造され，タリム
盆地のオアシス都市の主要通貨になった。このタンガ（Tanga）貨は，清朝が回部に進出する以前
には，ベクやホージャ達の多額の貢納金として猟官運動に悪用されていた例がみられる。1680年に
ジュンガル汗国のガルダン汗がヤルカンド，カシュガルを征服したとき，10万タンガ（Tanga）の
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図6　ブハーラ汗国・タソガ貨 図7　　ヒヴア汗国・タンガ貨
繋
図8　コーカソド汗国・タンガ貨
嵩
図9　反逆者貨幣・タンガ貨
Standard　Cata！og　of　World　Coins，1988所収
貢納を代償に・アーフアークをヤルカンドのホージャに取り立てた。また1720年には，ジュンガル
汗国はグーニャールにヤルカンド，コータン・毛ノスウの統治権を与え，その代償として，年額10万
タンガ（Tanga）の貢納金の支払いを義務づけた。そのほか経済活動においても，ブハーラ商人の
貢納は，穀物，棉布などの現物のほかに，タンガ（Tanga）銀貨やプル（Pul）銅貨が徴収されi32。
このようにタンガ（Tanga）銀貨は・東トルキスタンにおいて大きな役割を果していたのである。
　東トルキスタンには正規のもの以外に，特殊なタンガ（Tanga）貨があった。清朝は東トルキス
タンの異民族統治のため・イスラム教徒のウイグル豪族をベク官人として地方官に任じた。ベク官
人の一人ガジ・ラシッドは1862年から67年にかけて大きな勢力をもち，ついに清朝支配に抗してイ
スラムの聖戦と独立を企てた・響独並夢みぞ錘した・864年の〃ガ（T・ng・）貨（図9参照）
があり・反逆者貨幣（Rebel　C6in）といわれている。清朝は東トルキスタンを領有したのち，異民
族の懐柔政策として従来の貨幣の流通を認めるとともに，東トルキスタン用の「普爾」（プル）銅
貨を発行した。また従来のタンガ（Tanga）の漢字表記を「騰格」とし，50普爾は1騰格で中国本
土の1両に相当するものとした。
　なお東西トルキスタンのタンガ（Tanga）貨は東西貿易を通じて西方にも影響を与え，19世紀
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）にはペルシアの通貨単位にトウンガ（Tungah）があり，さらに帝制ロシアにも伝播して，デンガ
（Denga・Denzhka）貨は1916年の帝制崩壊まで，1デンガ（Denga）は％コペク（Kopek）相当の
小額貨幣として生きつづけたのである。
注　（1）The　Oxford　English　Dictionary，　V・lume“T”，（前出）P．72
　　　　1740Thompson＆Hogg　in　Hanway　Trav．（1762）　hv．　Iii　242‘‘Their　coin〔at　Khiva〕
　　　is　ducats　of　gold，……also　tongas，　a　small　piece　of　copper，　of　which　one　thousand　five
　　　hundred　a　equel　to　a　ducat．”
　　　　ibid・244‘‘Their　money〔at　Bokhara〕is　ducat　of　gold，・・・…also　a　piece　of　copPer，　which
　　　they　call　tongas，　that　pass　at　fifty　to　eighty　to　ducat，　according　to　their　size．・・
注　（2）岩波講座　世界歴史13，岩波書店，ユ971，p．57
　　　　カシュガル・ハン国とホージャ家佐口　透
注　（3）岩波講座　世界歴史13（前出）p．78
　　　　ジュソガル・ハン国の形成　若松　寛
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注　（4）1988Fdition，　Standard　Catalog　of　World　Coins（前出）P．337
　　　　Ghazi　Ra　sln　id‘‘A　rebel　in　Sinkiang（Xinjiang）about　whorn　little　is　known．　He　was　in
　　　power　from　1862　until　his　death　in　1867，”
注　（5）The　Oxford　English　DictioDary，　Volume“T”，（前出）p．72
　　　　Tanga“18ユ5　Malcolm　Hist．　P6rsiα　皿．xX　2500ne　tungah・…・・acoin　about　the　value
　　　of　five　pence．”
8　タン力系貨幣の同一性
　サンスクリット語に起原をもつインド系のタンカ（Tanka）貨と，チャガタイ汗国のタンカ（Ta－
nka）貨が同一の系統に属するかどうかについては，貨幣研究家の間で論議されてきた。しかし，
チャガタイ汗国のタソカ（Tanka）はチュルク語であることが解明されたに止まり，インド系のタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）ンカ（Tanka）と同一の系統に属するかどうかについては，明らかにされていない。むしろインド，
ヨーロッパ語族のサンスクリット語とアルタイ語族のチュルク語とは別個のものであり，二つのタ
ンカ（Tanka）貨には同一性がないというニュアンスをにおわせている。これらの同一性の有無に
ついて論を進めるに当っては，次のような視点から検討することが必要ではなかろうか。
　さきに「タム（紋章）とタムガ（玉璽）とタムガ（烙印）」の章で述べたように，モンゴル帝国
時代には，大汗の紋章（タム，Taln）と諸汗の玉璽（タムガ，　Tamga）と家畜の烙印（タムガ，
Tamga）とは共通の語幹をもって，ヤサの体系の中で遊牧民社会の秩序と団結が確保されていた。
遊牧民社会には不動産の観念はなく，動産は家畜と衣食住に関する身辺のものが大部分を占めてい
た。従って家畜は最も主要な財産であり，その所有を表わす烙印は財産の象徴である。遊牧民社会
においては，家畜の種類と頭数とが交換経済の手段であり，家畜が貨幣の機能を果す最大のもので
あった。家畜一烙印一財産の象徴一貨幣機能という構図からみて家畜の烙印（タムガ，Tamga）か
ら貨幣の呼称（タンガ，Tanga　一・タンヵ，　Tanka）が発生したと考えられないだろうか。「じる
し」を「押す」行為をともなう玉璽や烙印タムガ（Tamga）と，金属に「型」を「押す」こ8こ
より鋳造する貨幣の呼称タンガ（Tallga），タンカ（Tanka）との間に，極めて共通する観念が存在
するのである。
　有名な経済学者アルフォンス・ドブシュがヨーロッパの貨幣発生の沿革について，古代高地ドイ
ツ語の家畜を意味するペクニア（Pecunia）や，北海沿岸のフリーゼン地方の言語で牛を意味する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）シヤッツ（Shatz）が貨幣の意味を併せ持つようになったと述べている。このことは遊牧民国家で
あったチャガタイ汗国のタンカ（Tanka）貨と，その系統を引きつぐ東西トルキスタンのタンガ
（Tanga）貨の起原を考える場合に，大きな示唆を与えるものではないであろうか。家畜の烙印
（Tamga）が貨幣の呼称（Tanka，　Tanga）につながったという仮説が成りたつとすれば，チャガ
タイ汗国の貨幣の呼称と，インドおよびその流れをくむネパール，チベットの貨幣の呼称との同一
性は否定されることになる。
　さらに考えられることは，インド奴隷i王朝のスルタン，イルトウトミシュ（在位1211～36）によ
って導入されたイスラム型のタンカ（Tanka）銀貨が，チャガタイ汗国のケベク汗（在位1318～36）
の銀貨の呼称に影響を与えたのではないかということである。ケベク汗は，さきに「チャガタイ汗
国のタンカ系貨幣」の章で述べたように，文明地帯の定住派として政治と生活の本拠をサマルカン
ドの西南の地に移し，イスラム教を保護し，国の財政基盤を固め，チャガタイ汗国の実質的な体制
を確立することに努めた。ケベク汗が国家的貨幣として発行した銀貨は，その後タンカ（Tanka）
の呼称を持つにいたった。ケベク汗の在位は，イルトウトミシュの在位から約100年を経過してい
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るが・奴隷王朝においてはイルトウトミシュ以後のスルタン達も，引きつづき同様の貨幣を鋳造し
ているので・年代の差はかなり縮少する。時期的にみてケベク汗の銀貨がインドのタンカ（Tanka）
貨の影響をうけたことは十分に可能性があると考えられる。
　チャガタイ汗国の第10代ドア汗が，宗家の大汗と争っていたころ，チャガタイ軍はしばしばデリ
ー奴隷王朝に侵入し略奪行為を働き，またチャガタイ汗国の最盛期には，その領地はインド北部に
及んでいたので，イルトウトミシュ以来のインドのタンカ（Tanka）貨に接していたであろう。サ
マルカンド，ブハーラに故郷をもつソグド商人や，デリーからカブール，バルブを経て，シルクロ
ードの中継地に活躍したインド商人の商取引において，インドのタンカ（Tanka）貨は多量にチャ
ガタイ汗国に持ち込まれたであろう。チャガタイ・チュルク語を用いてイスラム化したチャガタイ
汗国の人々は，同じチュルク系の奴隷王朝のスルタン達が発行したイスラム型貨幣に，親近感を抱
いていたのではないだろうか。チャガタイ汗国のタンカ（Tanka）貨は，他のイスラム教国の貨幣
　　　　　　　　　　　（3）と同等の価値を有していたほど良質であった。しかし，ペルシャ系の貨幣呼称を用いることなく，
あえてチiルク系奴隷王朝の大型厚手のタンカ（Tanka）貨に範を求め，同じ貨幣呼称を用いたこ
とが考えられないであろうか。このような仮説が可能であるとすれば，チャガタイ汗国のタンカ
（Tanka）貨は，（古代インドおよびその流れをくむネパール，チベット貨幣と直接の関係は認め
難いが）インド奴隷王朝のイルトウトミシュおよびその後のスルタンが発行したタンカ（Tanka）
貨の系統を引くものという意味において，貨幣呼称の同一性は肯定されることになる。
　二つのカンカ系貨幣の同一性の問題は，永遠に解明されないかも知れない。サンスクリット語に
起原をもつインドやネパールのタンカ系貨幣は，16世紀の中期以後，ルピー（Rupee，　Rupiah）貨
にその位置を譲った。西トルキスタンのタンカ系貨幣は，帝政ロシアの南下東進により消滅し，東
トルキスタンのタンカ系貨幣は，清朝の北上西進により，一応はその宗主権のもとに騰格（タン
ガ，Tanga）として保護されたが，中国の主権が確立されたのち廃貨となり，チベットにおいても
同じ運命をたどった。タンカ系貨幣はその同一性の有無が明らかにされないまま，中央アジアの悠
久の歴史の彼方に，その姿を消してしまったの噛ある。
注（1）The　Oxford　English　Dictionary，　Volume“T”，（前出）P．72
　　　　Tanga‘‘The　identity　of　the　Turki　tanga，　tonga　with　the　Sanskrit　word　has　been　dis－
　　　puted，　and　the　word　attributed　to　a　Chagatai　Turki　origin”
注（2）アルフォンス・ドブシュ著　ヨーロッパ文化発展の経済的社会的基礎，創文社名著蘇訳叢書，
　　　目召56，p．993
　　　　第2巻第7章貨幣制度と貨幣経済
注　（3）The　Ox㌔rd　English　Dictionary，　Volume“T”．（前出）P．72
　　　　Tanga“Note．　Under　the　Mongol　soverigns，　the　silver　tankas　was　the　chief　silver　co－
　　　ins，　the　same　as　the　silver　dinar　or　later　rupee．”
あ　と　が　き
　今年の9月，内蒙古自治区から索怖多（ソプト）女史が，40数年前に留学していた長岡女子師範
学校の同窓生の招きで新潟を訪れた。いま呼和浩特（フホホト）に住んでおられるが，この町は北
京の北西，万里の長城の彼方にある内蒙古第2の都市で，清朝に帰属して帰化城とよばれ，蒙古史
にその名をとどめている。女史の中国名は包明珠で，包姓はチンギス汗の血をひく蒙古貴族の名門
である。ゆうゆう迫らない女史の姿は，果しない草原に生きた誇り高かい遊牧民族をほうふつとさ
せるものがあった。
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　それぞれの国の歴史と文化を秘める世界の貨幣について，これまで興味を持ちつづけた私は，ヘ
レニズム文化が大乗仏教と融合し，北の遊牧民族が南に下ってイスラム化し，東と西を結ぶシルク
ロードに文物が行きかい，多くの民族が興亡をくりかえした中央アジアの貨幣の一一こまを，テーマ
に取り上げてみたいと考えていた。
　大黄河のほとりに生れ，鴨緑江にそう国境の町に育ち，女史と同じように内地に学び，ふたたび
満蒙の大地にあこがれた私にとって，女史から土産に頂いた「内蒙古自治区成立四十年」の記念貨
幣は，何ものにもかえがたい貴重なものであった。汗馬にまたがり，果しない草原に羊群を追う遊
牧民の姿を描くこの貨幣は，私の中に流れる，精神的な騎馬民族の血をかきたてたのであろうか・
　かつて，テヘラン郊外のオアシスに隊商の昔を偲び，旧熱河省承徳の八大廟にラマ教の盛衰を回
顧し，古北口の崩れかかった長城の土塁に立って，遠く旬奴の地に想いをはせた若き日の体験は，
この小論の背景として少しは役立ったかも知れない。
　しかし，小論のテーマはあまりにも大きく，私のような専門家でもない浅学の徒には，とうてい
及ぶところではないが，私の何かが私をここまで駆りたててきたように思えてならない。ともあ
れ，この1年あまりの間，資料の蒐集に追われ，無為に模索をかさね，遅々として進まず・いくた
びか筆を折ろうとした私を，激励し，かずかずの御教示を頂いた新潟青陵女子短期大学教授，須永
梅尾先生に対し，心からの感謝の意を表したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和62年11月30日）
　中央アジアのタソカ系貨幣について
中央アジアのタンカ系貨幣
！5
国　　名　　等 貨　　幣　　の　　呼　　称 そ　　　　の　　　　他
「Tanka
（重量，秤量貨幣） Thanga（細密画学校）
イ　　　ン　　　ド
Tankaka（打刻貨幣）
その他の表記
Tanka（奴隷王朝の貨幣）
ゴSamgha，　Sangha，
TaDga（ゴア，マラバル海岸の貨幣）
Mevar，　Mewar，
ポルトガル領インド
@　　レ
Tanga 1
ネ　　パ　　ー　　ル Tanga（マンダラ調貨幣） Thangka（マソダラ絵）
（ネパール貨幣使用，16c．後期） Thangka（マソダラ絵）
チ　　ベ　　ッ　　ト Tram－Kha
ネパールからの輸入貨幣
その他の表記
18c．前期～中期
Thanka，
Tangka（自国貨幣1791～1953）
Tanka，　Tangkha，
チャガタイ汗国 モンゴル支配のユ3～ユ4c． Tam（紋章），　Tamga（玉璽，烙印）Tanka
の主要通貨
（詳普チユルク・） Tamga（各族とも共通に使用）
緯
西トルキスタソ
ブハーラ汗国 Tanga（1819～1919） タンカ系貨幣の各種表記
ヒ　ヴア汗国 Tanga（ユ802～1919） Tanka，　　Tangl｛a，
コーカソド汗国 Tanga（1826～1874） Tanja，　　Tanga，
Tanghe，　Tange，　　　　一“
東トルキスタン 腕hgδ；、　r騰nga，
カシュガル等 Tanga，騰格 Tungah，
ペ　　ル　　シ　　ヤ Tungah（19c．初頭） Denga，　　Denzhka，
帝制　ロ　シ　ア Denga，　Denzhka（1916まで）
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